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28
名
の
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た

ち
と
温
か
い
保
護
者
の
方
、
５
名
の
優
し
い

（
？
）
教
職
員
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
西
谷
幼
稚

園
で
す
。
ま
た
、
小
学
校
や
中
学
校
と
の
強
い

連
携
、
そ
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
ぬ
く
も
り
や

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
活
気
に
満
ち
た
毎
日

を
過
ご
せ
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
人
格
形
成
の
基
礎
と
な
る
大
切
な
幼
児

期
に
携
わ
る
重
大
さ
と
責
任
を
感
じ
、
幼
稚

園
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
来
年
度
に
は
、
幼
稚
園
内
に
保
育
所
が

付
加
さ
れ
た
「認
定
こ
ど
も
園
」
が
誕
生
し
ま

す
。
０
歳
児
～
５
歳
児
が
一
緒
に
生
活
し
、
一

貫
し
た
就
学
前
の
子
ど
も
の
育
成
を
め
ざ
し

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

西
谷
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
と

育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
お
力
添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。  

 
過
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
総
会
に
於
い
て
、

ご
推
挙
を
賜
り
、
浅
学
非
才
を
か
え
り
み
ず

会
長
の
大
役
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
自
治
会
長
様
、
各
種
団
体
ご
代
表
を
始

め
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
７
月
に
は
Ｃ
・
Ｓ
・
Ｒ
事
業
の
山
里

整
備
も
進
み
「
県
立
宝
塚
西
谷
の
森
公
園
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
又
、
「
市
立
宝
塚
す

み
れ
墓
苑
」
の
貸
出
し
も
始
ま
り
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
都
市
部
の
市
民
の
方
々
が
西
谷
の

緑
豊
か
な
自
然
を
満
喫
さ
れ
西
谷
の
皆
さ
ん

と
交
流
す
る
機
会
が
増
え
て
ま
い
り
ま
す
。

兵
庫
県
、
宝
塚
市
に
於
い
て
は
ご
承
知
の
ご

と
く
財
政
再
建
が
最
優
先
と
い
う
状
況
下
に

あ
り
、
ハ
ー
ド
な
施
策
に
つ
い
て
地
域
の
要

望
の
進
捗
は
多
く
は
望
め
ま
せ
ん
が
「
安

全
」
・
「
福
祉
」
等
の
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に

向
け
て
皆
様
と
共
に
「
よ
り
良
い
地
域
」
づ

く
り
を
目
標
に
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

平
成

20

月

31

日
（土
）

に
平
成
20
年
度
西
谷
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
宝
塚
市
長
を
は
じ

め
、
各
自
治
会
、
各
種
団

体
の
代
表
者
あ
わ
せ
て

46

名
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
前
年
度
決
算
報
告
な

ら
び
に
本
年
度
予
算
計

画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
宝
塚
西
谷
の
森
公
園
」、

来
年
度
開
園
予
定
の
「
認
定
こ
ど
も
園
」に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
か
ら
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

  

本
年
度
よ
り
「
西
谷
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
の
副
会
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
西
谷
婦
人
会
の
辻
で
ご
ざ
い
ま

す
。
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、

「
よ

く

見

る
」
、
「
よ

く

聞

く
」
、
「
よ

く

知

る
」
を

モ

ッ

ト
ー
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
、
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

平
素
は
自
治
会
の
運
営
に
多
大

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
県
立
公
園
及
び
市
の
墓

苑
の
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
地
域
に
多
数
の
人
の
来

訪
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
道
路
整
備

の
充
実
等
地
域
住
民
の
方
の
安

心
、
安
全
の
確
保
が
至
上
課
題
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
役
所
の

財
政
難
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
自
治
会
長
協
力
し
な
が
ら
努
力

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会 
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成
二
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年
度
総
会
開
催 

宝
塚
市
西
谷
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

宝
塚
市
立
西
谷
幼
稚
園 

 
 
 
 

 

 

近
年
、
西
谷
地
区
も
、
食
の
安

全
、
安
心
、
信
頼
と
農
家
の
方
々

の
努
力
で
西
谷
新
鮮
野
菜
と
し
て

有
名
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
夏
、
県
立
宝
塚
西
谷
の
森
公
園

や
市
立
す
み
れ
墓
苑
が
出
来
あ
が

り
ま
す
。
来
園
（
苑
）
さ
れ
る
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

か
が
課
題
で
す
。
皆
さ
ん
と
共

に
、
前
向
き
に
考
え
て
行
き
ま

し
ょ
う 

 

役
員
に
選
ば
れ
１
年
間
頑
張
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
ご
支
援
の
程

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

 待ち望んでおりましたCSR施設（C＝文化・S＝スポーツ・R＝レクリエーション）が

県立宝塚西谷の森公園として、7月27日（日）にオープンします。 

阪神間に残された貴重な自然です。この貴重な自然を、県民の参画と協働により、

守り、育て、楽しみ、学べる都市近郊型里山公園として整備されました。１０１ヘク

タールの敷地を使って体験学習プログラム、地域特性を生かした四季折々のプロ

グラム、ボランティアによる森の保全・創造活

動などの事業を中心に行っていきます。 

地域の皆さんの協力と参加をお願いします。 

 

               宝塚西谷の森公園  

               事務局長 古家 光 

 

 住所：宝塚市境野保与谷14-1 

 http://www.nishitaninomori.jp 
  (現在作成中、7月18日頃公開予定。） 

いよいよ、県立宝塚西谷の森公園が開園します。 

宝塚西谷の森公園 管理棟 

  

 

４
月
１
日
よ
り
西
谷
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
岩
木
栄

二
で
す
。 

 

新
入
職
員
と
し
て
、
農
政
課
勤
務
を

命
ぜ
ら
れ
、
こ
の
西
谷
地
域
で
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

節
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
再
度
、
市
役
所
の
出
先
機
関

で
あ
る
西
谷
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長

と
し
て
、
こ
の
西
谷
地
域
で
の
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
至
ら
ぬ
所
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。  

西谷地区まちづくり協議会組織 

 

会
長 

中
村
正
文 



  

  

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 ○中村正文さん（上佐曽利）  

   ・平井公雄さん（下佐曽利） 

   ・古東佐一郎さん（長谷） 

   ・島崎和雄さん（鶴見台） 

   ・嶋田清治さん（東部） 

 ◎龍見昭廣さん（中部） 

  ・石井 彰さん（西部） 

 

   ○福永政雄さん（波豆） 

  ・中井敏男さん（境野） 

  ・今中善信さん（玉瀬） 

  ・鈴木光紀さん（大岩谷） 

  ・西 治男さん（切畑） 

  ・木戸 薫さん（武田尾） 

まちづくり協議会 各部会よりお知らせ 自治会長（１３自治会） 

  凡例：◎印 西谷自治会連合会会長  ○印 西谷自治会連合会副会長 

編集後記 

総務部会 

広報部会 

青少年・文化部会（青少年育成市民会議） 

福祉部会 

人権啓発部会（西谷小学校区人権啓発推進委員会） 

健康スポーツ部会（スポーツクラブ21西谷） 

自主防災部会 

環境部会 
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 ※本広報誌は、地域の皆様のご協力により作成されています。 

 ※掲載写真、記事の無断複製及び転用は禁止します。 

   お問い合せは西谷地区まちづくり協議会事務所 

   電話 0797-91-1788 までお願いいたします。 

  ※ホームページ http://nishitani.web.fc2.com/ 

トライ・やるきッズが開催されました 

 ６月７日（土）に西谷小学校PTCA主催で、トライ・やるきッズ

が開催されました。バードウォッチングやお菓子づくり、竹けん

玉つくりなど色々なコースに幼稚園、小学校の子どもたちがチャ

レンジしました。老人クラブ連合会の方には将棋の指導をしてい

ただき、スポーツクラブ21の皆さんはスナッグゴルフで子どもた

ちとふれあいました。 

☆広報部会で、広報誌、ホームページを担当させていただいております。より身近な情報やタイム 

  リーな情報を広報誌とホームページの両方を活用して地域の皆さんにご提供してゆきたいと思 

  います。（稲葉） 

☆3年後・5年後・10年後、どんな西谷になっていてほしいの？ 

 そのために今できることは？みんなで一緒に考えましょ！（タツミＵ）  

☆この度、広報部会メンバーが一新致しました。これまでやって来られた方々の思いを繋げてゆ 

 けるようドラえもん部会長が頑張って下さいます!!（J） 

☆西谷・・・山、池、野菜、自然がいっぱい。笑顔もいっぱい。たのしく書いていければと思っていま 

 す。（K代） 

☆「自分自身でできること」から「組織」、「地域」へと拡がっていこう！（H） 

☆五感に西谷の風は優しい・・・そう感じるのはトシのせい、かな？（つりがね） 

キンボールの様子 

  

 人権啓発部会は、人権教育活動推進委員やＰＴＡの人権担当者を中心に、

幼小中と共にこの地域内での住民を対象に人権学習を主に取り入れ、講習会

やビデオ鑑賞、時には音楽鑑賞をして学習しています。人権と言葉で敬遠さ

れがちであるが、多くの人達の協力で、地道ではあるが、「心豊かな人づくり」、

「人に対して思いやる心を持ったまちづくり」を目指しています。この事業は、

継続してこそ意味があると思います。 

機会があれば、年３回の学習会を積極的にご参加をお願いします。 

又、人権啓発の標語や作文、ポスターの作品も募集していますので、あわせて

お願いします。                       

                               人権啓発部会長 西田 均 

 「ふれあいと協働のまちづくり・健康で安心して暮らせるまちづくり」をテーマ

に策定した「まちづくり計画」にもとづいて「いつまでも 

住み慣れた西谷で暮らしつづけるために」を、モットーに実践してまい 

りますので地域の皆様のご協力をお願いいたします。 
●７月に行われます「西谷ふるさと祭り」では昨年同様、健康相談や子どもたちとの楽しいゲーム 

 などを行います。 

●西谷会館「コミュニティ室３」を中心にお年寄りの介護や子育て、そして身体の不自由な方の 

 相談や日常の悩みなど、「ほっと」できる場所を計画しております。 

●子どもの数が減少する中、健康センターが実施する「乳幼児検診」も、楽しい場づくりや、安心 

 をして子育てのできる地域としても、お手伝いができるよう考えております。 

●各地域においては自治会等と連携して地域福祉の向上のために役立つ事業を推進して 

 まいります。                  

                                  福祉部会長 田中 猛 

 この会は、地域ぐるみでの青少年の健全な育成のための社会環境づくりを

行っている活動組織であります。市、自治会、まちづくり協議会、学校等各種

団体組織の関係者が協働して、地域ぐるみでの活動に取り組んでおります。

主な活動は、西谷ふるさと祭り、挨拶運動、夏季補導、たこ揚げ大会、とんど・

餅つき大会等を計画しております。本会は、これらの活動を通じて青少年の健

やかな成長を目指しております。皆様のご協力とご参加をお願いいたします。 

                            青少年・文化部会長 中井敏男 

 広報部では、昨年度よりホームページを開設しており、本年度も継続して運

営（更新）を続けてゆきます。西谷の各種イベント、お祭りなど沢山情報ご提供

をお待ちしております。 
●ホームページの運営（更新）  http://nishitani.web.fc2.com/ 

●コミュニティだよりの発刊（３～４回／年度）          

                                  広報部会長 稲葉 悟    

 昨年夏に県民交流広場事業助成金整備費にてコミュニティ室（旧龍見邸診

療室）を整えました。印刷・コピー機も設置しています。地域づくりの活動拠点

として、おおいにご利用ください。また、地域の皆さんと地域外の方々との交流

の場としての事業を展開しつつ「自然と共生する快適なふれあいの里づくり」を

推進してゆきます。よろしくお願いいたします。 

                                  総務部会長 岸 恭子 

 スポーツクラブ２１西谷では、地域の皆さんの健康づくりに少しでもお役に 

立ちたいとスタッフ一同がんばっています。地域の皆さんの豊かなスポーツ 

ライフを実現し、スポーツを通じた地域コミュニティづくりを進めると同時に、 

校区内の子供から、高齢者までがスポーツ活動による温かいふれあいを通じ 

て、青少年の健全育成にもお役に立ちたいと活動しています。 

スポーツクラブの特色は、《誰でもが、いつでも、身近なところで》スポーツを 

楽しめることを目指しています。特に今年度は今までの活動に加え、各種 

スポーツの体験教室を企画いたします。有線等で案内いたしますので奮って 

ご参加ください。 

 又、スポーツクラブ２１西谷ではお手伝い頂けるスタッフを募集しています。 

スポーツに興味のある方は 

是非気軽にお声をかけて下さい。 

ご連絡は前中（TEL:９１-０１６０） 

までお願いします。    

   健康スポーツ部会長 前中正幸 

 環境部会は本年度も「自然と共生する快適なふれあいの里づくり」を念頭

に置き活動していきます。 

 例年行っておりますゴミ発生抑制啓発活動や西谷ふれあい夢プラザ駐車

場の花壇、プランターの小花の植栽に加え、昨年より力を入れております 

小学生の環境学習のサポートも積極的におこなっていきたいと思います。 

 また、北海道洞爺湖サミットの行われる本年、地球温暖化防止活動の一環

としてCO2削減啓発活動、エココンテスト等の開催を予定しております。   

                                 環境部会長 二井久和 

 西谷地区の皆様、防災活動にご協力と理解を賜り誠にありがとう御座いま

す。最近では二酸化炭素による大気汚染という言葉をよく耳にします。大気

汚染の影響で地球温暖化に伴い台風や大雨等の災害が予測されますので

物・心の準備、情報入手にも心がけてください。 

 これからも防災部会は「地域の災害は地域で助け合う」を合い言葉に活動

しますので、よろしくお願いいたします。 

                              自主防災部会長 今中善信 

子どもたちとスナッグゴルフ 


